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幽鰍一やつて劉ましtこ・糟こ「渕建いふ感甑，

・・し・す・昨鞠こ・先側こ露玉剛まして・私【噸

itL・・！よ襯戚燃にも相談し又山分も醐轍しま急

心・・Wよ昨2脳購旧記畑こ來任し7；OPでa…J・iす．．

その開の・触並儲輝の一方口ぬ城加・お面心
今…：厚く繍吐ぬず・ま嬬筋々で・何もbかりミぜ
ん・轡の繍や伽に追随てfi‘：’　uJます・この薩州が終、

て，目見測ブレ始め様ご思ひます・

私の將勅諭方針は吻1副・山さんの微受けて主：こ攣星を面する1・あ

ります・牲も繭の伽・・気力塑直面高し始めましたのは1929年の頃力、ら

であ斯て・牒とか双幅諺ゆで撮初霜倣輝るにそ楚って後’・ほ

光階法でやり．初めましたが・規lllし醒は論りミ渥とかアルゴ1璽とカ、

いふ樋醒に限られてゐました・駒こなって・小さ嘩麟を使Hj　L・・　，1，：

格的の郷聴初めたのですカご，それとても長週期田富が主で劫ましfe．　h

よい蟷敢憂鰺りました上は・士腿」・にも・膿械論旨にも，　’llし分あり

ませんので，妙蝉闘緬llふ様心掛けてf・「｝　1）ます湘ま，この」・は鍍

並に諸先輩諸兄の御冠旨導と，御教訓を仰ぐ次第であります．

獣燃の今働糟捌・・沙時論踊晦聯一，第ミの・L：nfe．　H　1・公

職しまして・臨画・1セに灘愉しますが，猟原都濃長畑糠も

偲りましてド’駅物天文徽ア）畷に力を注ぎたいと撫ます・瀧勾

々，岡川弾短籍校職員の來親があり，早速水野先生から一役承りました．

佃は研惣の購と麟の整理を初ました・研究室に泓つ・，杣さ

んが掛けられたであら量子のゴ鮫の壁鋤レング1が晒三8月のま・にな。

てる・の似なく哀縫拭め調響町甲唄階が欄の獄豪宛にな
って泡装されたお置）’てあったαよ鰍を・9＄：よすがともなって，f・唖嫡

をうつ寂しさを感じさせ，人物ノ）命の砂さを味はSされました．

．！EN・・i・1…よ曇って汰懲うござ）’ます澱氣雄の下に・前の降職研の畷

がゆかしく喰いております．

甚だ取り・励けよい事｛f捌、腱べまけ・が・謝ナき次第・詳細繍ら蜘ア・します，

　　　2月27日　　　　　　　　　倉敷にて　岡村滋樹昇
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帥戸支部報告
　第14回イ列合　　昭和M年一．・JI　・6日目於ビ1ハイプ食堂，出席者山本先生外18名

　山本消長より“ll食コロナのIE龍・”についての最近の學溌及びi’FP・￥に於ける

コロナの撮影についての下溝等乃引解詫を伺ひ，共外，現下世界の直向の的と

なれるスペイン國の天．文學界の現歌についてのお話ありて，謹聴の一一時を樂し

み得たり．（禾園生）

　第15回例合　　昭不1］14i｝IJ＝月10日，於ビ1ハイブ食堂，出席者13名

　山本創楓邪の爲律四と鵬1湘氏の輝￥になれる本年度の遊星の移動圓を〒年

幽霊にて撮られしものを各位に露分與され，記入の口出日浸，月齢，月出月入

潮汐の剃i戸に於ける本年度の各［1の時間を示されしものを細日に亘って設明さ

れ・大いに共努力に感謝し樂しく散會せり．（癌腫生）

　　　　　　　　　　　満洲支部だより

　當支部ぱ京阪艸各支ll・βの如く活躍ぱしてゐませんが，興亜の意義を艦し大い

に張切ってゐます．H下冬眠中にて支部本部所在地奉天では皆様が観測に室外

に出られる20時頃は零下20度にも下って，槻測方面は思ひもよりません．然し

室内に在ってスト1ブ．ラヂエ1タ1・ぺ1チカを企んで各地に天文グル1プが

朗かな話をして，やがて來るべき春に備へてるます．

　正月，支部幹部T．SK氏が内地に帰省せられ，本部及諸支部との蓮絡に蛍

られ，4月に始まる14年度の計叢も着々進捗し，講演會の寓目ももう3，4件あ

り支部役員一同大いに張切ってゐます．いつれ叉快報をお知らせする時が來る

ととと思ひます．

　最後に快報をお知らせします．會員諸君の中，満支に活躍を希望せられる方

tt’どうか當支部に御通知願ひます．浦支一帯にli下大活躍中の某大敵就（特

に名を秘す）に支部に因て，入吐斡旋の勢をお取りしたいと思ひます・天交愛

怒者なれば何方でも結構です．御一報次第詳細御通知致します・

　　　　　　（灘肢部一奉天市雲見町雲3擦212號河合方迄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14．2．7　志龍須生）
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騰籟曾（一ノ∫22m働嚇年茶話會ば腱構宅にて捌より幡，

天燃晶晶一こ和やかな笑聲，素人天嫁の二二とし噛ll・や戦

　　　　　　　　　　　　　　川三者’17名．言手踊や朗：詠・巨周∫曙二言欝でf致4『，

囹支部幹事會（二1；1　11　El）　西森幹雍長宅にて夕刻より，出席者5名．

醐齢θ2ω1脚瀦ソ醗館にて捌よ瑚酬ゐ物扱臨
會として臆ウ瀦の倒に氏「ハレ鯉の醐版濁言肋1燃「tbe

二二弛蹴．繍嵐と太膿轟貯」汰眠「紫鋤勲豪」酒無「tSg、，b

餓象捌崎御1氏「本剃’の遡纐」等確談麟誠出嚇・・1，，
囹支部報第50・51號　三〃1月附’三三・と；邦羅ノ」面名詞輯，150部三途．

囹銀河第3巻第2號　三月111附獲行，内容は谷々充實しました．

蒲・鵬耀唾壷・垢面結！；：猛ll鱗：響菰1・徴；媒欝髭購

士・「鮒望遠鏡の獺鞭1一閲「購調川の臆：剛胆駈「・・晦占、

肉三脚鮒一忠・「”仁靭燗蜘蜘儲闘詩・欄（31艶「天蜘｝、

辮難溜認瓢、［前脳紹灘ll？腱地上の燗「編鴫：

二期鵬（4口）久々振りに繍1こ醐の「をぐらやビル」にて夕刻より晦，

天三論として岬老の「カノ1プ規参測三眠「南惇～iミは招く！，

プラネタリウムの蔽氏「本靹肋遊星の火徽劔髄氏「幻亘の大恥

を迎へて」，三三脇會fi己伊支’部鰯化」酒舐「カノー・“・とほ撫々

ありて第5三三」1回議aしこ移‘）・胴綱蹴き蒔・臓あり，言論21名。

　　　　　　　　　　　編　輯　室　た　よ　り

今號は帳の「リングマイクロメ1川の蓮棚挫の第’回を孝翫娩

綱の馳鞭の懇切さカ§泌み出て愉しい・縫小01繍の「熾星図鞠

も一品員の御頑撲めたい騨である・剛下句の嶢の勘ミ勘團軸

見もの・「ソ渕への雛よりの．i湘柵㈱こtll積して頼もし暇り，糊

り麟ら漱り剛審が當られ7」一11「hとなった・第19巻の細1次粥1は目鞠、こ

喪中で希儲だけ1こ頒布・梛へ徹はがき1こて榊込み下さい・（P．％


